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【報告のポイント】 

①   接種開始第１３週（１２月２１日～１月１８日）の医療機関納入数量は、９０

万人分であった。接種開始からの推定接種者は最大２０３６万人と考えられる。 

 

②   １月２７日現在までの報告に基づく副反応報告頻度は、推定接種者数の０．０

１％、うち重篤症例は０．００２％と計算された。報告の内容は概ね前回と同様で

あった。 

 

③   １１月１３日より、基礎疾患をもつ、主として高齢者での死亡が報告されてお

り、１月２８日までに１１７例（報告頻度は０．０００６％）となっている。引き

続き、専門家の評価をいただく予定である。 

 

【注意点】副反応は時間が経ってから報告される事例があることや、実際の接種者数は医療機

関納入数量に基づく推定接種者数を下回ること等から、現時点での頻度は暫定的な数字になら

ざるを得ず、時間とともに変化することに留意が必要である。医療機関での正確な接種者数は

１月単位で集計し、それに基づく副反応報告頻度を公表する予定 
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